
（別紙３）

～ R8 年　3月　31日

（対象者数）
１０名

（回答者数）
７名

～ R8 年　3月　31日

（対象者数） 6人 （回答者数） 6人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 様々な体験を通して活動範囲を広げる

2
情報収集を常に行い

活動できる場所を増やしていく

3

積極的に声掛けし

児童当人に意識してもらえるよう

工夫する

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
積極的に地域のイベント等に出かけ交流する機会を作る。他

事業所にも一緒に活動できないか声掛けしてみる。

2 職員室等を柔軟に活用できるよう工夫する

3 少しずつでもそういった内容を活動に取り入れていく

○事業所名 放課後等デイサービス　あそぼう

○保護者評価実施期間
R8 年　3月　15日

○保護者評価有効回答数

R8 年　3月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8 年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

身体を動かす活動が多い為

静かに落ち着いて活動が少ない

静かに活動する、カード遊び等の考えて行う

遊びが苦手な子が多く

どうしても身体を動かす活動が多くなりがち

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の人や他事業所との交流がない
コロナの時に交流を控えていたのでそのままの状態になって

いる。

静かに活動できる場所が少ない
事業所内の仕切がない

スペースに限りがある

利用者が少ない、事業所の規模が小さいからこそ

積極的に外出などの活動が行える

活動内容を児童当人が決め、意見することが出来る

児童当人達のやりたい事などは

基本自由に決定、行ってもらっている

また、当人達での話し合いの場を積極的に設けている

身体を動かす活動が多い 活動に応じて活動場所を柔軟に決めている

自立支援に力を入れている

普段の声掛けや活動内容に料理などを

組み込むことによって

生活スキルの向上に力を入れている

事業所における自己評価総括表公表


